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  今号では十戒の第四戒を取り上げます。

十戒は大きく二つに分けられ、第一戒から

第四戒までが「神に対する正しい生き方」

について、第五戒から第十戒までが「人に

対する正しい生き方」について規定されて

います。その十戒の中で、この第四戒が分

量において最も多く、その点でも重要な戒

めであることが分ります。 

まず、「安息」という言葉ですが、これは

ヘブル語では「シャバット」で、「やめる」

というのが根本的な意味です。ですから、

「シャバット」を「安息」と訳しますと、安

息日イコール「休みの日」と誤解する危険

があります。もちろん安息日では普段の仕

事を「やめる」ので、結果として休息になる

のですが、それは安息日の一つの側面にす

ぎません。聖書は、私たちが働くことを大

切にしています。今は週休二日が多いかと

思いますが、六日間働くように教え、七日

目を安息日とするように命じています。ま

た、安息日を「聖なるものとせよ」とありま

すが、これは神のために取り分けるように、

ということです。週の六日間はなすべき仕

事をしますが、七日目は神のために取り分

けることが命じられています。それは、「七

日目は、あなたの神、主の安息である」とあ

ることからも言えます。「主の安息」とは、

主に属する日、つまり「主のための日」なの

です。ですから、「あなたはいかなる仕事も

してはならない」と教えられ、自分のため

にではなく、主のために用いるように言わ

れています。 

それでは、全ての仕事をストップする目

的は何でしょうか。もちろん肉体的・精神

的休みという面はありますが、更に積極的

な目的があります。それは、聖なるものと

する、つまりは神を礼拝するということで

す。普段している仕事をストップし、神を

礼拝する日とします。神がこのようにお命

じになった理由は次のようにあります。 

「安息日を覚えて、これを聖なるものとせよ。六日間働

いて、あなたのすべての仕事をせよ。七日目は、あな

たの神、主の安息である。あなたはいかなる仕事もし

てはならない。」【出エジプト記 20章 8〜10節】 



「それは主が六日間で、天と地と海、また

それらの中のすべてのものを造り、七日目

に休んだからである。それゆえ、主は安息

日を祝福し、これを聖なるものとした。」（出

エジプト20:11）ここでは神が全てのものを

創造されたことが理由として挙げられてい

ます。しかも、七日目に休まれたとありま

す。これは主が人間のように疲れ、肉体的

疲労から休まれたということではありませ

ん。神はそれまでの創造を終え、ストップ

しました。そして、第七日目を、これまでの

六日間とは別の日とされたのです。この第

七日目は、神の創造を喜び覚えるため、神

の創造の永遠の記念として定められました。

この日は、「仕事をしてはならない」という

規制が目的ではなく、むしろ神の創造を喜

び、祝うための日として設けられたのです。

この日は日々の労働から解放され、神と共

に過ごして礼拝をささげ、神に集中するた

めの日であったのです。この戒めには、人

間を縛りつける意図はなく、人間を祝福し

ようとする神のご計画があったのです。 

現代は多忙を極め、休みもなく働いてい

る方々がおられます。その結果として、心

身の不調を訴える方も大勢います。そもそ

も神は、六日働いて一日を神のために用い

るリズムで人を造られました。私たちは普

段の仕事を「やめて」神を礼拝して生きる

ように造られました。これは、「時間」は自

分のものだと考えている私たちにとって、

大きな挑戦かもしれません。安息日の規定

は、私たちを束縛するためではなく、神が

創造された時の意図に基づいて私たちに恵

みを与えようとして作られた規定です。ぜ

ひ、神の創造を喜ぶ礼拝にお越し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（再開！子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

旧約聖書の時代、安息日は土曜日でしたが、

現代の多くの教会では日曜日を安息日とし

ています。なぜそのようになったのか、聖書

には明確に書いてありません。イエス・キリ

ストの復活後のことについて書いている

「使徒の働き」には、イエスの弟子たちが日

曜日に集まっていたことが記録されていま

す。それは、イエス・キリストが日曜日の朝

に復活されたことと関係していると考えら

れます。ですから、礼拝は創造を祝うだけで

なく、復活を祝っているとも言えます。 


